
特
集
“
韓
国
「
準
正
規
職
」
の
法
的
問
題

解
説
・
最
近
の
韓
国
労
働
法
の
発
展
と
日
本
の
非
正
規
雇
用
法
制
の
課
題

一
　
先
進
的
な
韓
国
の
非
正
規
雇
用
法
制

　
本
特
集
に
お
け
る
論
稿
は
、
二
〇
一
〇
年
八
月
五
日
（
木
）
に
、

韓
国
外
国
語
大
学
法
学
専
門
大
学
院
労
使
関
係
国
際
専
門
家
養
成
過

程
で
行
わ
れ
た
セ
ミ
ナ
ー
「
準
正
規
職
の
現
状
お
よ
び
課
題
」
に
お

け
る
韓
国
の
報
告
者
の
講
演
原
稿
の
翻
訳
で
あ
る
。
同
セ
ミ
ナ
ー
は
、

私
が
研
究
代
表
を
務
め
る
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
一
般
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
非
正
規
雇
用
の
比
較
法
的
研
究
」
に
同
研
究
所
客
員
研

究
員
と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
李
鐘
教
授
（
韓
国
外
国
語

大
学
法
学
専
門
大
学
院
）
が
、
韓
国
の
研
究
者
・
実
務
家
と
の
意
見

交
換
の
機
会
と
し
て
、
設
け
て
く
だ
さ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
韓
国
で
は
、
二
〇
〇
六
年
一
二
月
に
「
期
間
制
お
よ
び
短
時
間
労

働
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
」
（
「
期
間
制
法
」
）
が
制
定
さ
れ

（
施
行
は
二
〇
〇
七
年
七
月
一
日
）
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
法
制
に
倣
っ
て
、

橋
　
本
　
陽
　
子

有
期
労
働
契
約
の
利
用
に
つ
い
て
、
二
年
の
上
限
規
制
を
設
け
、
二

年
を
超
え
て
雇
用
さ
れ
る
場
合
に
は
、
無
期
労
働
契
約
と
み
な
さ
れ

る
旨
の
規
定
が
導
入
さ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
韓
国
で
は
、
現
在
の

日
本
と
同
様
に
、
反
復
更
新
さ
れ
た
有
期
労
働
契
約
の
更
新
拒
絶
に

つ
い
て
、
一
定
の
場
合
に
、
解
雇
権
濫
用
法
理
が
類
推
適
用
さ
れ
、

雇
止
め
に
合
理
的
な
理
由
が
必
要
と
さ
れ
る
と
い
う
判
例
法
理
が
存

在
し
て
い
た
も
の
の
、
有
期
労
働
契
約
の
利
用
を
制
限
す
る
規
制
は

な
く
、
二
〇
〇
六
年
法
は
大
き
な
転
換
で
あ
っ
た
。
日
本
で
も
、
現

在
、
有
期
労
働
契
約
法
制
の
見
直
し
に
つ
い
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
二
〇
一
〇
年
九
月
に
厚
生
労
働
省
の
研
究
会
報
告
書
が
公
表

さ
れ
て
い
る
が
、
同
報
告
書
に
お
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
有
期

雇
用
法
制
と
並
ん
で
、
韓
国
の
期
間
制
法
の
施
行
状
況
が
紹
介
さ
れ
、

韓
国
の
動
向
に
大
き
な
注
目
が
向
け
ら
れ
て
い
る
。

　
本
特
集
の
論
稿
は
、
い
ず
れ
も
、
期
間
制
法
施
行
後
の
最
新
の
状

況
を
踏
ま
え
、
明
ら
か
に
な
っ
た
課
題
に
つ
い
て
論
じ
て
お
り
、
韓
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国
と
同
様
の
立
法
が
日
本
で
も
行
わ
れ
る
と
仮
定
し
た
場
合
に
、
同

様
の
問
題
が
生
じ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
の
で
、
貴
重
な
参
考
資
料

と
し
て
、
広
く
日
本
に
紹
介
す
る
価
値
が
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
と
く
に
、
期
間
制
法
の
施
行
か
ら
す
で
に
三
年
が
経
過
し
、
韓
国

に
お
い
て
無
期
労
働
契
約
の
み
な
し
規
定
が
ど
の
よ
う
に
機
能
し
て

い
る
の
か
に
つ
い
て
、
日
本
で
も
高
い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
が
、

本
特
集
の
論
稿
は
、
雇
用
が
継
続
し
て
い
る
の
か
否
か
で
は
な
く
、

多
く
が
継
続
し
て
い
る
と
い
う
施
行
後
の
状
況
（
デ
ー
タ
に
つ
い
て

は
、
沈
論
文
の
〈
表
2
＞
等
を
参
照
）
を
前
提
と
し
て
、
継
続
し
た

場
合
の
雇
用
形
態
な
い
し
労
働
条
件
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
る
点
が
、
日
本
に
と
っ
て
も
非
常
に
参
考
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、

二
年
を
超
え
て
就
労
し
て
い
る
有
期
契
約
労
働
者
は
、
期
間
制
法
の

無
期
み
な
し
の
規
定
に
よ
り
、
自
動
的
に
無
期
契
約
労
働
者
へ
と
転

換
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
韓
国
で
は
、
こ
の
場
合
に
つ
い
て
、

「
正
規
職
転
換
」
と
「
継
続
雇
用
」
と
が
区
別
さ
れ
て
い
る
。
「
正
規

職
転
換
」
と
は
、
既
存
の
正
規
職
の
賃
金
等
級
に
接
合
す
る
形
で
有

期
契
約
労
働
者
の
労
働
条
件
を
見
直
し
て
、
正
規
職
に
転
換
さ
せ
る

こ
と
で
あ
る
の
に
対
し
、
「
継
続
雇
用
」
と
は
、
従
来
の
有
期
契
約

労
働
者
の
と
き
の
ま
ま
の
労
働
条
件
で
、
契
約
の
み
が
無
期
契
約
と

な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
後
者
の
場
合
、
従
来
の
正
規
職
と
は
異
な
る

賃
金
・
昇
進
制
度
が
適
用
さ
れ
る
「
分
離
職
群
」
が
導
入
さ
れ
る
こ

と
も
あ
る
。
か
か
る
分
離
職
群
で
雇
用
さ
れ
る
労
働
者
等
の
無
期
契

約
転
換
者
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
有
期
契
約
か
ら
無
期
契
約
へ
と
転

換
さ
れ
た
の
で
、
従
来
の
正
規
職
と
同
様
の
雇
用
保
障
が
認
め
ら
れ

る
が
、
労
働
条
件
の
格
差
は
依
然
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。

最
近
の
韓
国
で
は
、
か
か
る
無
期
契
約
転
換
者
を
「
準
正
規
職
」
と

呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
本
特
集
の
論
稿
は
、
か
か
る
準
正
規
職

の
現
状
を
改
善
す
る
た
め
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
無
期
契
約
に
転

換
し
た
も
の
の
、
労
働
条
件
の
格
差
は
残
る
と
い
う
事
態
は
、
日
本

で
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
聞

い
た
こ
と
の
な
い
問
題
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
も
と
も
と
企

業
を
越
え
た
産
業
別
の
労
働
協
約
に
お
い
て
職
務
給
制
度
が
整
備
さ

れ
て
い
る
の
で
、
当
然
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸

国
の
比
較
法
研
究
か
ら
は
気
付
か
な
い
問
題
点
が
、
韓
国
法
の
検
討

か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
と
い
え
る
。

　
「
準
正
規
職
」
は
、
既
存
の
正
規
職
と
従
来
の
非
正
規
職
と
の
中

間
形
態
と
い
え
る
が
、
韓
国
で
は
、
残
存
し
て
い
る
既
存
の
正
規
職

と
の
労
働
条
件
格
差
を
是
正
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
課
題
が
認
識
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
看
過
す
べ
き
で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

と
い
う
の
は
、
従
来
の
有
期
雇
用
か
ら
無
期
雇
用
に
転
化
し
た
だ
け

で
も
十
分
な
改
善
で
は
な
い
か
、
と
い
う
議
論
も
あ
り
う
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
現
在
、
日
本
で
は
、
転
換
後
の
労
働
条
件

に
関
す
る
議
論
は
白
紙
の
ま
ま
、
有
期
契
約
労
働
者
を
無
期
契
約
労

働
者
に
転
換
し
、
既
存
の
正
社
員
と
は
異
な
り
、
職
種
ま
た
は
勤
務

地
が
限
定
さ
れ
た
正
社
員
と
し
て
、
整
理
解
雇
の
際
に
既
存
の
正
社

員
ほ
ど
の
解
雇
回
避
努
力
義
務
を
企
業
が
負
わ
な
い
と
い
う
「
多
様

な
正
社
員
」
の
概
念
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
（
厚
生
労
働
省
雇
用
政
策

研
究
会
二
〇
一
〇
年
七
月
報
告
書
一
六
頁
以
下
）
。
韓
国
で
は
、
雇
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用
保
障
に
つ
い
て
は
、
準
正
規
職
労
働
者
と
正
規
職
は
同
等
で
あ
る

こ
と
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
照
ら
す
と
、
日
本
の
「
多
様
な

正
社
員
」
の
議
論
が
、
労
働
条
件
の
問
題
を
措
い
て
、
雇
用
保
障
の

格
差
を
論
じ
て
い
る
点
は
危
険
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

二
　
各
論
文
の
概
要

　
沈
論
文
は
、
ま
ず
、
準
正
規
職
の
概
念
を
整
理
し
て
、
①
期
間
制

法
に
基
づ
き
、
労
働
条
件
が
同
じ
ま
ま
無
期
契
約
に
転
換
さ
れ
た
者

（
分
離
職
群
が
導
入
さ
れ
た
労
働
者
を
含
む
）
の
ほ
か
に
、
②
期
間

制
法
と
同
時
に
な
さ
れ
た
改
正
派
遣
法
に
基
づ
き
、
派
遣
先
で
二
年

を
超
え
て
就
労
し
た
こ
と
に
よ
り
、
派
遣
先
の
無
期
契
約
労
働
者
に

転
換
し
た
者
、
③
い
わ
ゆ
る
偽
装
請
負
と
し
て
、
②
に
基
づ
き
、
元

請
企
業
の
無
期
契
約
労
働
者
に
転
換
し
た
者
も
準
正
規
職
と
し
て
把

握
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
か
か
る
準
正
規
職
だ
け
で
な
く
、
一
般
に

社
会
的
に
劣
位
に
あ
る
雇
用
形
態
と
し
て
、
派
遣
お
よ
び
請
負
の
間

接
雇
用
の
問
題
を
検
討
し
た
う
え
で
、
間
接
雇
用
は
、
請
負
で
は
な

く
、
派
遣
と
し
て
派
遣
法
の
規
制
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
派
遣
法
の

規
制
を
緩
和
す
べ
き
こ
と
、
準
正
規
職
に
つ
い
て
は
、
現
在
は
ま
だ

そ
の
特
徴
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
の
で
、
法
規
制
の
導
入
は
困

難
で
あ
る
が
、
正
規
職
と
の
賃
金
格
差
の
是
正
を
促
す
た
め
の
政
府

の
助
成
が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
る
。

　
文
論
文
で
は
、
期
間
制
法
の
導
入
に
対
し
て
、
銀
行
が
と
っ
た
対

応
策
が
、
詳
細
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
銀
行
で
は
、
①
転
換
試
験
に

基
づ
き
、
少
数
の
者
を
正
規
職
に
転
換
す
る
方
法
、
②
既
存
の
正
規

職
の
賃
金
等
級
に
下
位
の
等
級
を
設
け
、
非
正
規
職
を
一
括
転
換
す

る
方
法
、
③
分
離
職
群
制
度
の
導
入
お
よ
び
④
契
約
期
間
を
無
期
契

約
に
転
換
し
た
だ
け
の
無
期
契
約
職
転
換
の
方
法
の
い
ず
れ
か
、
ま

た
は
複
数
の
方
法
が
と
ら
れ
て
お
り
、
④
の
無
期
契
約
転
換
が
も
っ

と
も
多
く
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
②
の
方
法
を
目
指
す
べ
き
こ

と
が
主
張
さ
れ
て
い
る
（
な
お
、
文
論
文
表
1
、
表
4
お
よ
び
表
5

で
は
、
分
離
職
群
制
度
の
導
入
は
正
規
職
転
換
に
分
類
さ
れ
て
い
る

が
、
文
論
文
の
本
文
で
は
、
分
離
職
群
お
よ
び
無
期
契
約
転
換
者
を

準
正
規
職
と
し
て
把
握
し
て
い
る
）
。

　
朴
論
文
は
、
「
分
離
職
群
」
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
る
法
的
問
題
を

あ
げ
た
う
え
で
、
詳
細
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
（
朴
教
授
は
、

「
分
離
職
群
」
を
「
事
業
場
に
お
い
て
劣
位
に
置
か
れ
て
い
る
無
期

契
約
労
働
者
」
と
定
義
し
て
お
り
、
文
論
文
に
い
う
③
分
離
職
群
お

よ
び
④
無
期
契
約
転
換
の
双
方
を
含
め
て
理
解
し
て
い
る
）
。
「
分
離

職
群
」
自
体
は
、
新
し
い
も
の
で
は
な
く
、
製
造
業
に
お
け
る
ホ
ワ

イ
ト
カ
ラ
ー
と
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
の
よ
う
に
、
同
一
企
業
内
に
異
な
る

賃
金
・
昇
進
制
度
が
存
在
す
る
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
非
正
規
職
法
に

対
応
す
る
た
め
に
導
入
さ
れ
た
「
分
離
職
群
」
は
、
業
務
の
特
性
か

ら
合
理
的
と
い
え
る
か
が
疑
わ
し
く
、
合
理
性
が
認
め
ら
れ
な
い

「
分
離
職
群
」
は
「
不
真
正
分
離
職
群
」
と
し
て
、
法
解
釈
に
反
映

さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
論
じ
る
。
個
別
法
上
、
問
題
と
な
る
旦
ハ
体
的

な
論
点
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
、
配
転
命
令
権
の
範
囲
お
よ
び
整

理
解
雇
の
有
効
性
に
つ
い
て
は
、
日
本
で
も
、
「
多
様
な
正
社
員
」
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の
議
論
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
同
様
に
問
題
に
な
り
う
る
。
こ
れ
に

対
し
て
、
集
団
法
上
の
論
点
で
あ
る
労
働
組
合
の
単
一
交
渉
制
度
は
、

二
〇
一
〇
年
法
で
導
入
さ
れ
た
韓
国
独
自
の
制
度
で
あ
る
の
で
（
詳

細
は
、
「
特
集
・
韓
国
労
働
関
係
法
改
正
と
団
体
交
渉
制
度
」
労
働

法
律
旬
報
一
七
二
七
号
〔
二
〇
一
〇
年
〕
所
収
の
諸
論
文
を
参
照
）
、

日
本
法
に
と
っ
て
直
接
参
考
に
な
る
議
論
で
は
な
い
が
、
準
正
規
職

労
働
者
が
正
規
職
労
働
者
と
は
別
に
独
自
の
交
渉
が
で
き
る
よ
う
に

す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
主
張
は
興
味
深
く
思
わ
れ
る
。
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